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第1節  電子出版・電子図書館に未来をデザイン 
するー最前線を創り出すことの重要性 
  第 2節 大学図書館における電子書籍の取組み 
 第 2章  電子学術書を活用した大学教育の最前線 
  第 1節 BookLooperを利用した大学教育の可 
能性 
第2節  Springerにおける eBookの歴史、し 
くみ、利用の実際 
 第 3章 ゼミ生が探究する電子出版と電子図書館 
  第 1節 電子書籍における「版」の考察 
第 2節 電子書籍とペーパーライクーなえ電子 
書籍は紙の形から離れないのかー 
第3節   特別支援教育におけるデジタル教科 
書・電子書籍の可能性 
  第 4節  小・中学校におけるタブレット型端末
を用いた読書活動 
  第 5節 デジタル教科書が変える学校教育 
  第 6節 日本語学習におけるデジタル教材の有 
効性 
  第 7節 公共図書館における電子書籍を活用し 
た多文化サービス 
  第 8節 デジタル時代の学校図書館 
  第 9節 電子コミックの収集―新たなアーカイ 
ブの構築― 
  第 10節 電子図書館における「貴重書」 
  第 11節 電子書店とディスカバラビリティ 
  第 12節 リアル書店における電子書籍販売 
  第 13節 電子出版時代における雑誌の新展開 
  第 14節 電子書籍としての自費出版 
 第 4章 電子出版・電子図書館 
   第 1節 国立国会図書館・東京本館 
  第 2節 講談社本社 
  第 3節 図書館流通センター本社 










教科書：『電子出版学入門 改訂 3版』2013.3. 
参考書：『公共図書館の論点整理』2008.2. 
    『インターネット時代の学校図書館』2003.2. 
    『デジタル書物学事始め』2010.9. 
       『情報の倫理学』2003.9. 














いが、第 2 章第 1 節で報告されているシステム
BookLooper の提供コンテンツ制約によるものであ
ろうか。 
 また、第 2 節は立命館大学図書館からの 2013 年
度「大学図書館電子学術書共同利用実験(8大学)」を
中心とした報告である。 





















一例をあげておけば、第 4 節では平成 26 年 6 月
改正の学校図書館法が参照されているのに対して
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